
本DVDについて

 本DVDは、看護必要度【B項目】（日常生活機能評価を除く）の評
価方法を学習するため、患者の状態像とケア行為の映像を例示し、
具体的に解説したものです。

 本DVDは、２つの仮想事例に基づく全体像（ストーリー）と、評価項
目別のパートから構成されています。登場する人物等はすべて架
空のものです。

 全体像（ストーリー）を視聴し、評価項目別学習に進むと、理解が
深まります。

 特定の評価項目を選択し、ピンポイントで学習することもできます。

 全体像（ストーリー）は、B項目の記録演習としても利用できます。
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移 乗

したがって、評価は「一部介助」及び「実施あ
り」となります。

2

解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．一部介助

２点．全介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者1



移 乗

したがって、評価は「全介助」及び「実施あり」
となります。

3

解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．一部介助

２点．全介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者2



口腔清潔

したがって、評価は「自立」及び「実施なし」
となります。
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解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．要介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者1



口腔清潔

 田辺さんは、食後の口腔清潔の場面で、うがいと義歯
の洗浄を看護師に介助してもらっています。

したがって、評価は「要介助」及び「実施あり」
となります。

5

解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．要介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者2



食事摂取
 原さんは、全身麻酔による手術後であり、禁食（食止
め）の指示となっています。

したがって、評価は「全介助」及び「実施な
し」となります。
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解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．一部介助

２点．全介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者1



食事摂取

したがって、評価は「一部介助」及び「実施あり」
となります。
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解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．一部介助

２点．全介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者2



衣服の着脱

したがって、評価は「一部介助」及び「実施あり」
となります。
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解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．一部介助

２点．全介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者1



衣服の着脱

したがって、評価は「全介助」及び「実施あり」
となります。

9

解説

【患者の状態】

０点．自立

１点．一部介助

２点．全介助

【介助の実施】

０． 実施なし

１． 実施あり

患者2


